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東
魂
・
北
斉
は
西
暦
互
二
巳
年
、
北
魂
北
鎮
軍
人
の
反
乱
に
よ
っ
て
、
経
済
、

文
化
の
進
ん
で
い
た
黄
河
下
流
域
で
打
ち
建
て
ら
れ
た
政
権
で
あ
る
。
五
七
七

年
北
周
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
東
魂
・
北
斉
二
つ
の
王
朝
で
わ
ず
か
四
十
三
年

の
歴
史
で
あ
っ
た
が
、
隋
唐
律
令
国
家
に
先
行
す
る
諸
制
度
の
形
成
期
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
東
貌
北
斉
の
壁
画
墓
は
、
北
魂
晩
期
壁
画
墓
の
伝

続
を
受
け
な
が
ら
、
独
自
の
特
色
を
形
成
し
、
隋
唐
壁
画
墓
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
東
魂
北

斉
壁
画
墓
は
墓
道
壁
画
及
び
そ
の
列
戟
、
儀
使
、
大
龍
、
大
虎
な
ど
の
画
題
が
、

隋
唐
墓
葬
壁
画
の
濫
陽
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
数
多

く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
は
、
東
魂
北
斉
壁
画
墓
の
重
要
な
特
徴
と

も
言
え
る
正
面
向
き
の
墓
主
像
、
特
に
正
面
向
き
の
墓
主
坐
像
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
正
面
向
き
墓
主
像
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

墓
遺
壁
画
と
同
時
に
出
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
隋
唐
墓
葬
壁

柴
　
　
　
生
　
芳

（
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
）

画
に
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
軽
視
さ
れ
た
理
由
の

一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
反
漠
化
主
義
の

政
策
を
遂
行
し
た
東
魂
北
斉
王
朝
に
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
中
国
古
代
の
文
化

転
換
期
の
現
象
の
一
つ
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
れ
は
文
化
受
容
と
変
容
に
関
す

る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
転
換
期
で
あ
る
魂
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け

る
文
化
交
流
、
融
合
の
様
相
が
解
明
で
き
る
。
本
稿
は
民
族
性
、
地
域
性
、
時

代
性
の
面
か
ら
論
じ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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第
〓
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正
面
向
き
墓
主
像
の
民
族
性

〓
）
　
東
魂
北
斉
壁
画
墓

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
東
魂
・
北
斉
時
代
に
造
ら
れ
た
多
く
の

壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
に
、
東
魂
・
北
斉
の
領
域
で
あ
っ
た
河
北
、

河
南
、
山
西
及
び
山
東
で
、
約
二
十
一
基
の
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中



で
も
、
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
る
壁
画
某
が
五
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
河
北
磁

県
に
あ
る
東
魂
の
茹
茹
公
王
墓
　
（
五
五
〇
）
　
と
北
斉
の
高
潤
墓
　
（
五
七
六
）
、

山
▲
幽
大
原
に
あ
る
北
斉
の
宴
叡
墓
　
（
五
七
〇
）
　
と
金
勝
村
の
北
斉
壁
画
墓

（
不
明
）
、
及
び
山
東
済
南
に
あ
る
北
斉
の
道
貴
墓
　
（
五
七
一
）
　
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
壁
画
墓
で
は
、
墓
主
像
は
す
べ
て
正
面
向
き
で
、
墓
室
の
奥
壁
　
（
北
）

に
南
面
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
　
（
図
版
1
、
2
）
。
こ
れ
ら
の
正
面
向
き
墓
主

像
の
も
っ
と
も
著
し
い
特
徴
は
、
墓
主
像
そ
の
も
の
が
一
つ
の
独
立
し
た
画
面

で
、
墓
主
像
は
、
静
か
で
、
し
か
も
荘
厳
な
雰
囲
気
を
溢
れ
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
奥
壁
に
あ
る
こ
れ
ら
の
墓
主
像
に
呼
応
し
て
、
墓
室
の
左
右
両
側
の
東
西

壁
面
に
墓
主
の
侍
従
・
車
馬
、
門
洞
の
あ
る
南
壁
に
門
更
、
位
が
高
い
墓
主
の

場
合
は
、
墓
道
の
両
壁
面
に
青
龍
、
白
虎
、
列
戟
を
持
つ
儀
枚
隊
列
、
或
は
出

行
・
帰
還
図
が
描
か
れ
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
壁
画
構
成
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
。
壁
画
の
題
材
に
よ
っ
て
、
墓
室
内
の
ど
の
壁
面
に
描
か
れ
る
か
と
い
う
決

ま
っ
た
規
則
が
存
在
し
、
壁
面
そ
の
も
の
自
体
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
奥
壁
の
真
申
に
あ
る
正
面
向
き
墓
主
像
を
中
心
に
す
る
墓
室
壁
画
全

体
に
よ
っ
て
、
墓
室
空
間
白
身
に
特
定
な
意
味
が
賦
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
墓
室
に
入
る
と
、
墓
主
を
納
め
て
い
る
棺
が
な
く
で
も
、
奥
壁
の
真
申

に
あ
る
正
面
向
き
墓
主
像
と
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
壁
画
に

よ
っ
て
、
礼
拝
場
所
に
入
る
か
の
よ
う
な
強
い
臨
場
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
墓
主
像
を
神
格
化
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
存
ま
で
発
見
さ
れ
た
▲
▲
十
一
基
の
東
魂
北
斉
壁
画
墓
中
、
前
述
し
た
五
基

の
正
面
向
き
墓
主
像
の
あ
る
壁
画
墓
以
外
の
十
六
基
の
壁
画
墓
で
は
、
三
基
は

墓
室
に
壁
画
が
描
か
れ
ず
　
（
庫
秋
廻
洛
墓
、
尭
峻
墓
、
李
勝
難
墓
）
、
九
基
は

墓
室
に
壁
画
が
措
か
れ
て
い
た
が
、
剥
落
し
て
し
ま
い
判
明
し
な
い
。
（
封
思

温
墓
、
趨
胡
仁
墓
、
高
長
命
墓
、
湾
椒
大
墓
、
司
馬
南
安
墓
、
苑
粋
墓
、
河
北

呉
橋
中
馬
荘
村
墓
、
北
京
王
府
倉
墓
、
河
北
磁
県
曹
家
荘
墓
）
。
ま
た
残
り
の

四
基
の
壁
画
墓
で
は
、
墓
室
の
奥
壁
の
兵
巾
に
、
墓
葬
壁
画
の
全
体
的
構
成
の

中
心
と
な
る
正
面
向
き
墓
主
像
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
　
（
荏
券
墓
、
荏
昂
墓
、

顔
玉
光
墓
、
済
南
市
東
八
里
窪
拳
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
時
代
、
同
じ
東
魂
北

斉
王
朝
の
統
治
の
下
で
も
、
墓
主
像
に
対
す
る
認
識
や
態
度
が
こ
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

一
万
、
前
述
し
た
正
面
向
き
墓
主
像
の
あ
る
壁
画
墓
の
被
葬
者
は
東
魂
丞
相

高
歓
の
息
子
の
幼
妻
茹
茹
公
主
、
北
斉
四
代
の
皇
帝
の
愛
弟
高
潤
、
高
歓
妻
の

甥
で
北
斉
川
代
皇
帝
の
親
戚
婁
叡
、
「
将
軍
の
夫
人
」
　
で
あ
る
金
勝
村
墓
墓
主

と
祝
阿
県
令
の
遺
貫
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
色
々
な
階
級
に
属
し
て
い
る
。
皇

族
で
あ
る
茹
茹
公
主
、
高
潤
や
外
戚
で
あ
る
婁
叡
が
い
れ
ば
、
低
級
官
吏
で
あ

る
祝
阿
県
令
で
あ
る
遺
貴
も
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
墓
主
像
を
神
格

化
さ
せ
る
の
は
皇
室
貴
族
だ
け
の
特
殊
な
権
利
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
四
基
の
壁
画
墓
の
被
葬
者
の
中
に

は
、
身
分
が
正
三
晶
の
朝
廷
要
員
で
あ
る
荏
昂
も
い
る
。
す
る
と
、
正
面
向
き

墓
主
像
が
描
か
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
被
葬
者
の
身
分
と
は
関
係
が
な

い
と
言
え
る
。
一
方
、
東
魂
北
斉
時
代
は
反
漢
化
の
意
識
が
非
常
に
強
か
っ
た

時
代
で
あ
る
の
で
、
所
属
民
族
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

茹
茹
公
主
は
、
東
魂
の
丞
相
で
あ
る
高
歓
の
九
番
目
の
息
子
の
幼
妻
で
、

茹
茹
主
阿
那
壕
の
孫
で
あ
る
。
隣
和
公
主
と
も
呼
ば
れ
、
十
三
歳
の
時
に
早

逝
し
た
。
高
氏
一
族
と
茹
茄
公
主
の
婚
姻
は
ま
っ
た
く
政
治
外
交
の
た
め
に

結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
茹
茄
は
、
ま
た
嬬
蟻
、
丙
丙
、
柔
嘩
柔
然
と
呼

ば
れ
、
四
世
紀
ご
ろ
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
蒙
古
を
支
配
し
た
遊
牧
民
族
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で
あ
り
、
南
北
時
代
、
特
に
北
魂
が
分
裂
し
た
北
朝
の
晩
期
に
お
け
る
北
方

草
原
地
帯
の
強
大
な
政
治
軍
事
集
団
と
し
て
、
中
原
王
朝
に
人
き
な
影
響
を

与
え
た
。
ま
た
、
高
潤
は
、
東
魂
北
斉
の
皇
族
、
高
歓
の
十
四
番
目
の
息
子

で
あ
る
。
高
歓
一
族
の
出
身
に
つ
い
て
、
『
親
書
・
高
潮
伝
』
と
　
『
北
史
・
斉

神
武
帝
紀
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
潮
海
郡
藤
県
の
漢
人
の
豪
族
高
氏
で
あ
り
、

「
累
世
北
達
、
故
習
其
俗
、
逐
同
鮮
整
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
胡
化
漢
人
」
で

あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
学
者
濱
口
垂
国
氏
を
始
め
中
日
両
国
の
学
者
は
こ
れ

ら
の
記
載
を
疑
問
視
し
て
、
高
氏
の
世
系
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
提
唱
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
北
斉
高
氏
は
漢
民
族
で
な
い
と
い
う
。
ま
と
め
る
と
、
北
斉
高

氏
の
出
身
に
は
　
「
胡
化
漢
人
」
　
と
北
方
系
民
族
或
は
鮮
卑
族
の
二
つ
の
説
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
　
「
胡
」
　
と
関
わ
る
の
で
、
本
論
の
出
発
点
と
矛
盾
し
な
い
が
、

北
方
系
民
族
或
は
鮮
卑
族
説
の
論
拠
の
方
が
よ
り
有
力
で
あ
る
か
ら
、
私
は
そ

れ
に
従
い
た
い
。
婁
叡
は
神
武
　
（
高
歓
）
　
明
皇
后
婁
氏
の
甥
で
あ
り
、
『
親

書
・
官
氏
志
』
　
に
は
　
「
匹
宴
氏
後
改
為
宴
氏
」
　
と
あ
る
。
挑
薇
元
氏
の
　
『
北
朝

胡
姓
考
』
　
に
よ
る
と
、
宴
氏
は
吐
谷
揮
の
一
つ
の
部
落
に
属
し
、
皇
興
四
年

（
四
七
〇
）
　
に
敗
戦
し
て
魂
に
降
し
た
の
で
あ
っ
た
。
旺
谷
澤
は
青
海
で
活
躍

し
て
い
た
慕
容
鮮
卑
の
一
族
で
あ
る
。
遺
貴
は
、
発
掘
報
告
書
で
は
出
土
し
た

墓
誌
に
　
「
南
陽
人
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
　
「
南
陽
張
氏
」
　
と
推
定
し
て
い
る

が
あ
ま
り
に
断
定
的
で
あ
り
、
実
際
は
不
明
な
点
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
金
勝

村
墓
の
墓
主
の
出
身
は
、
出
し
品
と
壁
画
の
内
容
か
ら
判
断
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
発
掘
報
告
書
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
五
基
の
正
面
向
き
某
主
像
の
あ
る
壁
画
某
の
被
葬
者
の
中
で
は
、
所
属

民
族
が
確
定
で
き
る
三
人
、
即
ち
茹
茹
公
主
、
高
潤
と
宴
叡
す
べ
て
が
北
方
系

民
族
に
属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

東
貌
北
斉
時
代
に
お
け
る
二
十
一
基
の
壁
画
墓
の
中
で
、
被
葬
者
が
北
方
系

民
族
の
出
身
者
だ
と
判
明
で
き
る
の
は
、
こ
の
三
人
以
外
に
も
二
人
い
る
。
一

人
は
、
湾
淫
大
墓
の
被
葬
者
で
あ
る
。
湾
樟
大
墓
は
北
斉
の
皇
帝
陵
、
つ
ま

り
、
被
葬
者
は
北
斉
の
皇
帝
高
洋
で
、
皇
族
の
高
潤
と
同
じ
出
身
で
間
違
い
な

い
。
庫
秋
廻
洛
墓
の
被
葬
者
の
庫
秋
廻
渚
は
、
前
掲
の
挑
薇
元
氏
の
　
『
北
朝
胡

姓
考
』
　
に
よ
れ
ば
、
庫
秋
氏
は
元
々
は
鮮
卑
段
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
帰
魂

の
後
、
北
方
の
辺
境
、
即
ち
北
鋲
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『
貌
書
・
官
民

志
』
　
に
は
　
「
次
南
庫
秋
氏
、
後
改
為
秋
氏
」
と
あ
る
が
、
北
斉
時
代
に
お
い
て

ま
た
庫
秋
の
姓
氏
が
あ
る
の
は
、
当
時
胡
姓
が
再
び
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
庫
秋
廻
洛
墓
の
墓
室
内
に
は
壁
画
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
別
に
す
る
が
、
湾
樟
大
墓
、
す
な
わ
ち
高
洋
墓
は
、
正
面
向
き
墓

主
像
が
描
か
れ
て
い
る
高
潤
墓
と
茹
茹
公
主
墓
と
比
べ
る
と
、
規
模
が
や
や
大

き
い
以
外
、
全
体
的
な
構
造
、
壁
画
の
題
材
、
内
容
及
び
そ
の
配
置
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
高
洋
墓
の
墓
室
の
奥
壁
に
お
け
る
壁
画
は
画
面
が
剥
落
し
て
し
ま

っ
て
、
正
面
向
き
墓
主
像
は
検
出
で
き
な
い
が
、
高
潤
墓
、
特
に
茹
茹
公
主
墓

と
似
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
高
洋
墓
の
墓
室
奥
壁
の
下
段
に
正
面
向
き
墓
主

像
と
そ
の
侍
従
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

つ
ま
り
、
現
在
ま
で
発
掘
さ
れ
た
五
基
の
北
方
系
民
族
出
身
者
の
墓
中
で
は
、

墓
室
壁
画
が
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
一
基
を
除
け
ば
、
の
こ
る
四
基
は
、
す
べ

て
墓
室
の
奥
壁
、
す
な
わ
ち
正
壁
の
中
央
部
に
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て

い
る
か
、
或
は
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
万
、
正
面
向
き
墓
主
像
の
な
い

四
基
の
壁
画
墓
の
被
葬
者
は
す
べ
て
漢
民
族
の
出
身
者
で
、
し
か
も
、
峯
芥

の
臨
胸
荏
氏
と
荏
昂
の
平
山
岸
氏
は
、
い
ず
れ
も
当
時
北
方
の
名
門
豪
族
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
正
面
向
き
墓
主
像
は
東
魂
北
斉
時
代
に
お
け
る
北
方
系
民
族
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出
身
者
の
壁
画
墓
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
道
貴
墓
と

金
勝
村
墓
の
被
葬
者
は
漢
民
族
で
は
な
い
。
漢
民
族
に
し
て
も
、
す
で
に
胡
化

さ
れ
た
漢
人
で
あ
ろ
う
。

（
三
　
南
北
朝
時
代
他
地
域
の
壁
画
墓
、
ま
た
疇
画
墓

「
　
西
魂
北
周
時
代

今
ま
で
発
掘
さ
れ
た
六
基
の
酉
魂
北
周
壁
画
墓
の
う
ち
、
五
基
に
は
壁
画
が

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
残
り
の
一
基
の
李
賢
墓
は
単
室
土
洞
墓
で
、
墓

道
・
過
洞
・
掘
り
抜
き
室
・
羨
道
・
玄
室
か
ら
な
る
。
第
一
過
洞
と
羨
道
　
（
墓

門
）
　
外
側
上
方
に
二
層
門
棲
、
第
一
二
三
過
洞
に
一
層
の
門
楼
、
過
洞
・
天
井

東
西
壁
、
墓
遺
、
天
井
な
ど
に
武
士
像
が
あ
り
、
墓
道
両
側
に
一
体
ず
つ
、
三

つ
の
過
洞
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
体
ず
つ
、
三
つ
の
掘
り
抜
き
室
両
側
に
そ
れ
ぞ

れ
▲
体
ず
つ
配
置
さ
れ
る
。
武
士
は
い
ず
れ
も
正
面
立
像
で
、
冠
を
か
ぶ
り
、

両
当
を
着
て
い
る
。
墓
室
四
壁
に
は
紅
色
で
枠
を
し
た
中
に
人
物
画
像
が
描
か

れ
て
い
る
。
東
壁
に
は
五
幅
あ
る
が
、
一
幅
の
女
伎
楽
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

西
壁
に
は
五
帽
の
執
物
女
侍
が
あ
る
。
奥
壁
に
は
六
幅
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

保
存
状
態
が
わ
る
く
て
画
像
の
様
子
は
判
明
し
な
い
。
つ
ま
り
、
以
上
六
基
の

西
魂
北
周
壁
画
墓
の
奥
壁
に
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
結

論
は
出
し
が
た
い
。
し
か
し
、
李
賢
墓
に
描
か
れ
て
い
る
正
面
向
き
武
士
の
立

像
は
き
わ
め
て
＝
立
っ
て
お
り
、
興
味
を
惹
か
れ
る
。
墓
葬
壁
画
の
中
の
武
土

像
そ
の
も
の
の
役
割
と
重
要
性
は
墓
主
像
と
比
べ
る
と
か
な
り
小
さ
い
が
、
こ

こ
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
正
面
向
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

正
面
向
き
墓
主
像
に
し
ろ
、
正
面
向
き
武
士
像
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
正
面
観
の

意
識
を
も
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
李
賢
墓
の
武
士
の

耳
采
は
仏
像
の
耳
采
を
想
起
さ
せ
る
。
西
魂
北
周
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
東
魂

北
斉
と
異
な
り
、
独
自
の
特
徴
が
あ
る
が
、
北
魂
孝
文
帝
以
来
の
漢
化
政
策
に

反
発
し
て
、
一
連
の
反
漠
化
政
策
を
推
進
し
た
の
は
東
貌
北
斉
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
を
。
反
漢
化
と
い
う
の
は
、
漢
文
化
を
そ
の
ま
ま
学
ぶ
こ

と
で
な
く
、
漢
文
化
に
対
し
て
あ
た
ら
し
く
解
釈
、
あ
る
い
は
改
造
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
正
面
向
き
武
士
像
の
あ
る
李
賢
墓
の
被
葬
者

李
賢
の
所
属
民
族
は
こ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
鍵
に
な
る
。
次
に
、
被
葬
者
の

所
属
民
族
か
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。

『
周
書
・
李
賢
伝
』
　
に
は
、
李
賢
の
出
身
に
つ
い
て
は
　
「
其
先
随
西
成
紀
人

也
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
非
常
に
簡
単
で
あ
る
が
、
『
隋
書
』
　
の
弟
の
李

穆
の
伝
に
よ
る
と
、
李
穆
は
自
ら
「
随
西
成
紀
人
、
漢
騎
都
尉
陵
之
後
也
。
陵

没
旬
奴
、
十
孫
代
屠
北
秋
、
其
後
随
魂
南
遷
、
復
帰
折
随
、
祖
斌
以
都
督
鎮
高

平
、
因
家
焉
」
と
い
う
。
随
西
成
紀
は
現
在
の
甘
粛
省
の
天
水
に
あ
た
り
、
漠

騎
都
尉
陵
は
前
漢
時
代
の
名
将
李
陵
の
こ
と
で
、
漢
武
帝
天
漢
二
　
（
前
九
九
）

年
に
敗
戦
し
て
旬
奴
に
投
降
し
て
い
り
常
よ
っ
て
、
李
賢
の
祖
先
は
漢
民
族
の

出
身
で
も
、
「
代
居
北
秋
」
、
四
百
年
以
上
た
っ
て
か
な
り
胡
化
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
前
掲
し
た
眺
薇
元
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
李
氏
は
元
々
は
高
車
族
の
泣

伏
利
　
（
即
ち
叱
李
）
　
氏
で
、
北
魂
に
帰
し
た
の
ち
、
李
氏
に
改
め
て
い
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
李
賢
は
東
胡
高
車
族
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
自
ら

認
め
て
い
た
胡
化
さ
れ
た
漢
民
族
に
し
ろ
、
挑
説
の
高
車
族
に
し
ろ
、
北
方
系

民
族
の
風
習
に
強
く
染
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
る
と
、
李
賢

墓
の
奥
壁
に
正
面
向
き
墓
主
像
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
正
面

向
き
武
士
図
及
び
武
士
図
自
体
の
仏
教
美
術
に
お
け
る
図
像
的
な
特
徴
は
、
東

魂
北
斉
壁
画
墓
の
奥
壁
に
描
か
れ
て
い
る
正
面
向
き
墓
主
像
と
の
共
通
点
が
あ

14



る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
北
魂
時
代

現
在
ま
で
発
掘
さ
れ
た
北
魂
時
代
の
壁
画
墓
は
元
又
墓
、
王
温
墓
の
∴
基
し

か
な
い
。
元
又
墓
は
河
南
省
洛
陽
に
あ
る
方
形
単
室
樽
築
墓
で
、
壁
画
は
羨

道
、
天
井
、
墓
室
四
壁
に
描
か
れ
て
い
た
が
、
天
井
の
星
象
図
と
四
壁
上
部
の

四
神
図
像
だ
け
が
残
っ
て
、
他
の
部
分
は
す
で
に
剥
落
し
て
い
る
の
で
、
具
体

的
な
様
子
は
判
明
し
な
い
。
壬
温
要
は
河
南
省
孟
津
県
北
陳
村
に
あ
る
単
室

土
洞
墓
で
、
壁
画
は
墓
室
壁
面
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
東
壁
に
あ
る
墓
主
夫
妾

の
宴
飲
図
の
保
存
状
態
が
一
番
良
い
。
建
物
　
（
惟
幌
）
　
に
座
る
墓
主
夫
婦
を
中

心
に
、
侍
女
・
童
子
・
園
林
　
（
山
岳
・
樹
木
）
　
が
描
か
れ
、
生
き
生
き
と
墓
主

夫
妻
の
日
常
生
活
を
表
し
て
い
る
。
元
又
墓
の
被
葬
者
の
元
又
は
、
『
墓
誌
集

釈
』
　
に
よ
る
と
、
『
親
書
』
　
に
あ
る
元
叉
で
も
あ
る
。
元
叉
は
北
魂
第
一
代
目

皇
帝
拓
践
珪
の
孫
江
陽
王
元
継
の
長
男
で
、
粛
宗
朝
の
権
臣
で
あ
を
。
無
論
、

こ
の
元
叉
す
な
わ
ち
元
又
墓
の
被
葬
者
は
鮮
卑
族
の
出
身
で
あ
る
。
王
温
は
、

正
史
に
伝
記
は
な
い
が
、
同
墓
出
土
し
た
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
「
燕
国
楽
浪
楽

都
人
…
晋
司
空
沈
之
後
也
。
昔
逢
永
嘉
之
未
高
祖
準
晋
太
中
大
夫
以
祖
司
空
・

幽
州
牧
夜
遇
石
氏
之
禍
、
建
興
元
年
自
前
避
難
楽
浪
、
因
而
居
焉
。
」
と
あ
る
。

「
晋
司
空
沈
」
、
「
司
空
・
幽
州
牧
渡
」
は
す
べ
て
　
『
晋
書
』
巻
三
九
王
沈
・
子

濠
伝
』
　
に
見
え
、
「
太
原
晋
陽
人
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
温
本
来
の
出
身
は

魂
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
北
方
の
漠
族
豪
族
で
あ
る
太
原
王
氏
で
、
永
嘉
の

末
、
石
氏
　
（
石
動
）
　
の
禍
に
よ
っ
て
、
幽
州
の
薪
　
（
北
京
）
　
か
ら
楽
浪
　
（
今
の

北
朝
鮮
境
内
）
　
に
避
難
し
た
の
で
あ
る
。
王
温
が
漢
民
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
再
び
、
目
を
壁
画
の
万
に
移
す
と
、
元
父
墓
の
被
葬
者
の
江

陽
王
元
又
は
北
魂
の
皇
室
成
員
で
あ
り
、
北
方
系
民
族
の
出
身
で
あ
る
。
壁
画

の
保
存
状
態
は
悪
く
て
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り

分
か
ら
な
い
が
、
同
じ
河
南
省
洛
陽
に
あ
る
漠
族
出
身
の
王
温
の
墓
の
中
に
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
墓
主
像
が
あ
る
が
、
後
壁
で
な
く
東
壁
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、

し
か
も
、
画
面
全
体
は
墓
主
夫
妻
の
宴
欧
の
場
面
を
表
し
て
い
て
、
東
魂
北
斉

壁
画
墓
の
中
の
神
格
化
さ
れ
た
正
面
向
き
墓
主
像
と
は
ま
っ
た
く
違
う
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
北
魂
時
代
の
漢
民
族
出
身
の
王
温
、
司
馬
金
龍
の
墓
葬
の
中
に
は
、

い
ず
れ
も
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
北
魂
の
二
基
の
石
樟
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
基
は
大
同
市

北
魂
宋
紹
祖
墓
で
あ
り
、
単
室
樽
築
墓
で
、
墓
室
内
に
立
派
な
石
梓
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
壁
画
は
石
樟
内
の
壁
面
に
描
か
れ
、
保
存
状
態
が
悪
い
の
で
、
北
壁

（
奥
壁
）
の
撫
琴
回
し
か
判
明
し
な
い
。
残
り
の
一
基
は
同
じ
大
同
市
に
あ
る
大

同
智
家
壁
北
魂
墓
で
あ
る
。
単
室
土
洞
墓
で
、
壁
画
は
門
柱
と
石
梓
内
の
石
壁
に

直
接
に
描
か
れ
、
壁
画
の
周
辺
に
赤
線
の
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
門
柱
に
忍
冬

文
、
梓
室
頂
部
に
花
井
・
忍
冬
文
が
描
か
れ
る
。
梓
室
の
東
西
壁
に
蓮
を
持
っ
て

墓
主
の
万
に
向
く
男
女
侍
従
四
人
ず
つ
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
顔
が
向

い
て
い
る
羽
人
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
南
壁
内
壁
の
西
側
に
牛
車
・
車
夫
、
東

側
に
鞍
馬
・
馬
夫
、
石
門
内
壁
に
樹
下
侍
女
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
壁
（
奥

壁
）
の
中
央
部
に
帳
内
の
楊
上
に
正
面
向
き
に
坐
る
墓
主
夫
婦
の
並
坐
図
が
措
か

れ
、
そ
の
後
ろ
は
女
侍
三
人
、
両
側
に
は
男
女
侍
従
二
人
ず
つ
が
措
か
れ
て
い
る
。

こ
の
石
梓
壁
画
上
の
人
物
す
べ
て
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
（
鮮

宋
紹
祖
は
出
土
し
た
墓
誌
銘
に
よ
る
と
、
「
幽
州
刺
史
」
ま
た
　
「
敦
塩
公
」

で
あ
る
敦
燈
郡
の
宋
紹
祖
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
親
書
』
、
『
北
史
』
、
『
資

治
通
鑑
』
　
な
ど
の
正
史
に
そ
の
伝
は
見
え
な
い
が
、
敦
燈
郡
の
出
身
で
あ
る
こ
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と
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
敦
燈
の
宋
氏
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
文
献
史
料

に
よ
る
と
、
貌
晋
以
来
敦
燈
に
は
、
張
、
李
、
菅
、
素
等
の
漢
族
豪
族
が
い
た

が
、
同
時
期
に
、
敦
燈
で
隠
居
し
て
講
学
し
た
張
換
、
宋
行
、
索
襲
、
郭
高
ら

に
は
生
徒
の
数
が
百
か
ら
千
人
は
ど
お
り
、
ま
た
本
を
著
し
、
学
説
を
立
て
て

い
た
。
宋
紹
祖
は
そ
の
漢
民
族
で
あ
る
宋
行
一
族
出
身
の
可
能
件
が
高
い
。
一

方
、
大
同
智
家
壁
墓
に
は
、
墓
誌
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
壁
画
上
の

人
物
す
べ
て
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
被
葬
者
は
鮮
卑

族
出
身
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
漢
民
族
の
宋
紹
祖
墓
に
は
、
北
壁
に

正
面
向
き
墓
主
像
が
な
い
が
、
鮮
卑
族
の
智
家
壁
墓
に
は
、
北
壁
（
奥
壁
）
に

▲
1
L
面
向
き
、
し
か
も
鮮
卑
族
の
装
束
の
墓
主
夫
婦
坐
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
魂
漆
棺
画
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
卜
に
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
る
例
も

あ
る
。
中
で
も
、
同
原
北
魂
墓
の
漆
棺
画
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
固
原
北
貌
墓

は
寧
夏
因
原
の
西
郭
に
あ
り
、
単
室
土
洞
墓
で
、
中
に
納
め
ら
れ
た
相
に
は
漆

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
破
損
し
て
い
た
が
、
復
原
さ
れ
た
の
で
、
画
面
の
内
容

と
そ
の
配
置
が
大
体
分
か
る
。
相
蓋
に
日
月
、
天
象
、
奇
草
、
瑞
獣
、
建
物
に

正
面
向
き
に
端
坐
す
る
東
王
父
、
西
王
母
及
び
そ
の
侍
従
が
描
か
れ
て
い
る
。

頭
部
の
相
板
に
、
建
物
に
坐
る
正
面
向
き
墓
主
像
、
建
物
の
両
側
に
男
女
侍
従

が
二
人
ず
つ
描
か
れ
る
。
両
側
の
棺
板
は
三
段
に
分
け
ら
れ
、
上
段
に
孝
子
図
、

中
段
に
連
珠
・
亀
背
文
の
背
景
で
人
物
、
或
は
瑞
獣
、
卜
段
に
狩
猟
図
が
描
か

れ
て
い
る
。
墓
・
壬
と
そ
の
侍
従
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、

鮮
卑
族
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
た
南
朝
樽
画
墓
は
約
十
基
以
上
あ
り
、
保

存
状
態
が
良
く
墓
主
が
推
定
で
き
る
も
の
は
鎮
江
市
郊
外
農
牧
場
東
晋
墓
、
河

南
省
鄭
県
南
斉
墓
、
南
京
西
善
橋
宮
山
墓
、
南
京
西
善
橋
池
坊
村
墓
、
丹
陽
胡

橋
鶴
仙
拗
墓
、
丹
陽
建
山
金
家
相
墓
、
丹
陽
胡
橋
呉
家
相
墓
な
ど
が
あ
る
。

中
で
も
、
酉
善
橋
宮
山
墓
は
劉
末
の
孝
武
帝
劉
駿
の
景
寧
陵
、
西
善
橋
池
坊
村

は
陳
の
宣
帝
陳
項
の
顕
寧
陵
、
仙
塘
湾
墓
は
南
斉
景
帝
斎
道
生
の
修
安
陵
、

金
家
村
墓
は
明
帝
粛
鸞
の
興
安
陵
、
呉
家
相
墓
は
南
斉
最
後
の
和
帝
斎
宝
融
の

恭
安
陵
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
樽
画
墓
は
河
南
省
鄭
県
南
斉
墓
を
除
け

ば
、
す
べ
て
南
朝
の
中
心
地
南
京
、
或
は
南
京
の
周
り
に
あ
た
る
地
域
に
あ
り
、

し
か
も
殆
ど
は
南
朝
各
代
の
帝
王
の
陵
墓
で
あ
る
が
、
樽
画
の
題
材
は
主
に

「
竹
林
七
賢
・
栄
啓
期
図
」
を
中
心
と
し
て
、
墓
主
に
関
す
る
画
像
は
一
切
な

い
。
一
万
、
漢
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
都
の
南
京
の
周
り
で
は
、
両
漢
以
来
の

題
材
は
前
述
し
た
鎮
江
市
郊
外
農
牧
場
で
発
見
さ
れ
た
東
晋
晩
期
、
す
な
わ
ち

四
世
紀
末
の
三
九
八
年
の
墓
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
が
、
南
朝
に
入
る
と
、
漢
民

族
の
伝
統
的
な
題
材
は
消
え
て
し
ま
っ
て
、
代
わ
り
に
玄
学
的
彩
色
が
濃
い

「
竹
林
七
賢
・
栄
啓
期
図
」
　
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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以
上
、
東
貌
北
斉
壁
画
墓
に
お
け
る
止
面
向
き
墓
主
像
は
北
方
系
民
族
、
特

に
鮮
卑
族
の
漢
晋
以
来
伝
統
的
な
墓
葬
壁
画
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
に
基
づ
く

産
物
と
い
え
る
。
そ
れ
は
時
代
的
、
ま
た
民
族
的
な
共
通
性
を
も
た
な
い
特
殊

な
も
の
と
も
言
え
る
。

三
、
南
朝
時
代

南
朝
の
領
域
で
は
、
壁
画
墓
は
極
め
て
少
な
い
が
、
樽
画
墓
は
幾
つ
か
発
見



第
二
章
　
墓
主
像
の
歴
史
的
側
面

で
は
、
東
貌
北
斉
壁
画
墓
に
お
け
る
正
面
向
き
墓
主
像
が
、
北
方
系
民
族
の

漠
晋
以
来
の
伝
統
的
な
墓
葬
壁
画
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
と
す
れ
ば
、
漢
音
以

来
の
墓
主
像
は
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
か
、
ま
た
東
魂
北
斉
、
或
は
南
北
朝

時
代
以
前
の
北
方
系
民
族
出
身
者
の
壁
画
墓
中
の
墓
主
像
の
様
相
は
ど
う
で
あ

る
か
。
次
は
、
歴
史
的
側
面
か
ら
墓
主
像
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
〓
　
漢
晋
以
来
の
墓
主
像

墓
主
像
は
、
戦
国
時
代
に
す
で
に
墓
葬
の
中
に
出
現
し
て
い
る
。
現
在
ま
で

に
、
発
見
さ
れ
た
最
も
古
い
墓
主
像
の
例
は
、
長
沙
子
弾
庫
に
お
け
る
楚
の
墓

か
ら
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
南
画
で
あ
る
。
南
画
は
樟
蓋
板
の
す
ぐ
下
の
薄
い

隔
板
　
（
内
板
）
　
卜
に
、
画
面
を
上
に
し
て
広
げ
て
置
か
れ
て
い
た
。
長
さ
三

七
・
▲
九
セ
ン
チ
、
幅
は
二
八
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
絹
を
用
い
、
上
端
に
一
本
の

細
い
竹
を
横
に
わ
た
し
、
掛
け
る
た
め
に
竹
の
真
申
近
く
に
紐
が
結
ん
で
あ
っ

た
。
南
画
の
内
容
は
、
人
物
御
龍
南
画
と
称
さ
れ
る
通
り
、
髭
の
あ
る
一
人
の

男
子
が
画
面
の
中
央
に
左
向
き
に
立
ち
、
二
本
の
手
綱
を
と
っ
て
龍
を
御
し
て

い
る
。
龍
は
胴
を
平
ら
に
、
頭
と
尾
を
高
く
挙
げ
、
文
字
通
り
龍
舟
の
形
を
ロ
王

す
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
質
素
な
蓋
が
宙
に
浮
い
て
描
か
れ
、
三
本
の
飾
り
紐

が
下
に
垂
れ
て
風
に
舞
っ
て
い
る
。
ま
た
龍
の
尾
に
一
羽
の
鳥
が
と
ま
っ
て
立

ち
、
左
下
に
は
一
匹
の
魚
が
泳
い
で
い
る
。
こ
の
南
画
に
あ
る
人
物
は
昇
仙
途

中
の
墓
の
主
人
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
長
沙
南
郊
の
陳
家
大
山
楚
墓

か
ら
発
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
晩
周
乱
酔
、
長
沙
馬
王
唯
一
牽
三
旦
壷
か
ら
出

土
し
た
前
漢
初
期
南
画
、
ま
た
山
東
省
臨
折
金
雀
山
九
号
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た

前
漢
武
帝
期
畠
画
に
墓
主
像
の
姿
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
前

浜
中
期
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
墓
葬
壁
画
に
は
、
墓
の
主
人
は
昇
仙
、
或
は
昇
仙

後
の
神
仙
世
界
生
活
の
主
役
と
し
て
も
頻
繁
に
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
墓
主
像
は
基
本
的
に
は
側
面
を
向
い
て
い
る
動
態
的
形
象
で
、
日
常
生

活
情
景
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
墓
主
像
は
壁
画
構
図
の
中
心
で
あ
っ
て
も
、

側
面
を
む
い
て
い
る
。
甘
粛
省
酒
泉
で
発
見
さ
れ
た
酒
泉
丁
家
聞
五
号
墓
は

東
晋
・
十
六
国
時
代
の
壁
画
墓
で
前
室
の
す
べ
て
の
壁
面
に
壁
画
が
描
か
れ
て

い
る
。
壁
画
は
六
段
か
ら
な
り
、
上
か
ら
一
段
目
は
蓮
華
藻
井
、
二
段
目
は
空

自
で
あ
る
。
三
段
目
は
四
壁
L
部
に
龍
頭
は
一
ず
つ
あ
る
。
龍
頭
以
下
の
西
壁

に
、
山
岳
　
（
崖
富
山
）
　
に
安
座
す
る
西
王
母
と
九
尾
狐
・
三
足
烏
、
天
馬
、
月

象
図
、
東
壁
に
東
王
公
、
臼
象
図
、
南
壁
に
麒
麟
　
（
白
魔
）
、
北
壁
に
天
馬
が

表
現
さ
れ
て
い
る
。
六
段
目
は
西
壁
を
除
い
て
、
東
壁
の
南
、
北
両
端
、
南
壁

と
北
壁
に
亀
が
一
つ
ず
つ
あ
り
、
ま
た
東
壁
北
端
の
亀
の
前
に
二
つ
の
陶
壷
が

あ
り
、
北
壁
の
亀
の
前
に
三
つ
の
房
屋
が
あ
る
。
四
、
五
段
目
は
墓
主
人
燕
屠

行
楽
図
・
出
遊
・
荘
園
農
耕
・
桑
蚕
・
畜
牧
・
林
園
・
運
輸
・
庖
厨
な
ど
の
日

常
生
活
に
つ
い
て
の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
奥
　
（
西
）
　
壁
に
あ
る
墓
主
燕

居
行
楽
図
は
四
段
目
と
五
段
臼
の
二
つ
の
壁
面
を
占
め
、
画
像
も
他
の
画
面
よ

り
か
な
り
大
き
く
、
壁
画
全
体
の
構
成
の
中
心
位
置
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
が
、
墓
主
像
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
側
面
的
、
動
態
的
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
　
（
図
版
3
、
4
）
。

一
方
、
同
じ
酒
泉
丁
家
間
五
号
墓
の
前
室
壁
面
に
は
、
天
井
東
壁
に
あ
る
東
王

父
と
西
壁
に
あ
る
西
王
母
は
正
面
向
き
で
描
か
れ
て
い
る
　
（
図
版
5
）
。
ま
た
、

壁
画
墓
と
同
様
に
流
行
し
て
い
た
樽
刻
あ
る
い
は
石
刻
壁
画
と
も
言
え
る
画
像

樽
、
画
像
石
墓
中
に
、
墓
の
主
人
は
殆
ど
が
側
面
向
き
で
あ
る
が
、
神
様
と
す
る
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東
工
父
・
西
王
母
す
べ
て
は
正
面
向
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
民
族
の
墓
中
で
、

墓
の
主
人
は
側
面
向
き
で
、
神
様
の
東
王
父
、
西
王
母
は
正
面
向
き
で
あ
る
こ
と

は
、
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
た
漠
晋
以
来
の
墓
葬
に
対
す
る
認
識
と
直
接
に
関
連
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漢
民
族
に
と
っ
て
、
死
後
世
界
と
人
間

世
界
と
は
同
質
的
世
界
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
つ
ま
り
、
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
本

当
の
死
で
な
く
、
そ
れ
は
一
つ
の
再
生
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
墓
の
主
人
そ
の
も

の
は
依
然
と
し
て
人
間
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
様
で
な
い
。
一
方
、

神
仙
世
界
は
東
干
父
、
西
王
母
が
支
配
し
て
い
る
の
で
、
墓
の
主
人
は
そ
の
世
界

に
入
っ
て
も
単
な
る
一
人
の
新
居
民
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
正
面
向
き
墓
主
像
の
登
場

し
か
し
な
が
ら
、
四
世
紀
前
半
の
東
北
地
方
で
は
止
而
向
き
墓
主
像
の
あ
る

壁
画
墓
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
か
な
り
占
い
例
で
あ
る
朝
陽

哀
ム
日
子
壁
画
墓
の
中
で
は
、
正
面
向
き
墓
主
像
は
墓
室
右
　
（
酉
）
　
壁
南
側
の

怠
室
の
後
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
墓
主
は
黒
い
冠
を
か
ぶ
り
、
黒
領
広
袖
の
赤

い
衣
服
を
着
、
左
手
に
杯
を
持
っ
て
胸
の
所
に
置
き
、
右
手
は
塵
尾
を
持
ち
帳

内
の
方
梅
に
坐
っ
て
い
る
。
後
ろ
の
左
右
に
侍
女
が
立
っ
て
い
る
　
（
図
版
6
）
。

東
耳
室
に
あ
る
側
面
向
き
墓
主
像
の
宴
飲
図
と
比
べ
る
と
、
こ
の
正
面
向
き
墓

主
坐
像
及
び
画
面
全
体
は
静
か
で
、
荘
厳
な
雰
囲
気
が
溢
れ
て
い
る
。
東
北
地

方
で
は
、
漢
晋
以
来
、
壁
画
墓
が
大
量
に
造
ら
れ
て
い
た
が
、
正
面
観
の
意
識

を
も
っ
て
墓
主
像
を
描
く
の
は
、
朝
陽
哀
台
子
壁
画
墓
が
初
出
例
で
あ
る
。
ま

た
遼
陽
上
王
村
墓
に
は
、
墓
主
像
は
右
耳
室
の
後
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
墓

、
上
は
冠
を
か
ぶ
り
、
撃
を
た
く
わ
え
、
右
手
に
塵
尾
を
も
ち
正
面
を
向
い
て
、

朝
陽
哀
台
子
壁
画
墓
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
燕
か
ら
逃
げ
た
冬
寿
の

墓
は
北
朝
鮮
の
黄
海
北
道
で
発
見
さ
れ
た
が
、
墓
主
像
は
右
側
室
の
石
壁
に
描

か
れ
て
い
る
（
図
版
7
）
。
そ
の
前
壁
に
墓
主
夫
人
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
銘

記
に
よ
る
と
、
時
代
は
三
五
七
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
正
面
向
き
墓
主
像

が
ま
だ
側
室
或
は
耳
室
に
描
か
れ
る
こ
れ
ら
の
三
基
に
対
し
て
、
同
じ
前
垂
時

代
晩
期
の
朝
陽
太
平
房
村
壁
画
墓
と
北
廟
村
壁
画
墓
で
は
、
正
面
向
き
墓
主
像

は
す
で
に
墓
室
の
後
壁
に
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
前
述
し
た
五

基
壁
画
墓
の
被
葬
者
の
出
身
が
そ
れ
ぞ
れ
鮮
卑
或
は
鮮
卑
族
化
し
た
漢
民
族
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
冬
寿
の
安
岳
三
号
墓
を

は
じ
め
幾
つ
か
正
面
向
き
墓
主
或
は
畢
王
夫
婦
坐
像
が
描
か
れ
て
い
る
壁
画
古

墳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
高
句
麗

壁
画
古
墳
に
あ
っ
て
、
高
句
麗
の
王
陵
と
し
て
壁
画
境
が
採
用
さ
れ
た
の
は
湖

南
里
門
神
塚
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
墓
室
四
壁
に
四
神
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
高
句
麗
王
族
の
某
に
は
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描

か
れ
て
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
正
面
向
き
墓
主
像
が
描

か
れ
て
い
る
高
句
麗
古
墳
の
被
葬
者
は
、
安
岳
三
号
墓
の
冬
寿
と
同
じ
く
三
燕
、

或
は
他
の
鮮
卑
部
族
か
ら
朝
鮮
半
島
に
亡
命
し
て
き
た
鮮
卑
族
、
ま
た
は
鮮
卑

族
の
影
響
を
強
く
受
け
た
高
句
麗
人
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
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（
三
）
　
正
面
向
き
墓
主
像
の
地
域
性
と
時
代
性

以
上
に
基
づ
い
て
、
地
理
的
分
布
を
見
れ
ば
、
正
面
向
き
華
王
像
の
あ
る
壁

画
墓
は
殆
ど
北
方
地
方
に
あ
り
、
し
か
も
貌
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
北
方
系

民
族
政
権
の
管
轄
範
囲
以
内
、
即
ち
束
晋
十
六
国
時
代
に
お
け
る
慕
容
鮮
卑
の

朝
陽
、
遼
陽
、
高
句
麗
の
集
安
、
朝
鮮
半
島
、
北
魂
の
大
同
、
固
原
、
及
び
東

魂
北
斉
の
済
南
、
大
原
、
磁
県
な
ど
の
地
域
に
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
一
つ
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
雲
南
昭
通
に
あ
る
東
晋

壁
画
墓
で
あ
る
。
昭
通
壁
画
墓
は
一
九
六
三
年
、
雲
南
省
昭
適
後
海
子
で
発
見

さ
れ
た
が
、
壁
書
の
銘
文
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
東
晋
大
元
年
間
　
（
三
八
六
～
三

九
六
）
　
の
　
「
建
寧
、
越
寓
、
興
古
三
郡
太
守
…
使
持
節
都
督
江
南
交
、
寧
二

州
諸
軍
事
」
で
あ
る
「
雀
承
嗣
」
の
墓
で
紅
鮮
墓
は
地
表
に
造
ら
れ
た
単
室

墓
で
、
壁
画
は
墓
室
全
体
に
描
か
れ
て
い
る
。
天
井
部
は
、
北
壁
に
玄
武
と
騎

馬
人
物
像
、
東
壁
に
白
虎
、
酉
壁
に
人
物
像
と
青
龍
、
鳳
風
、
建
物
の
図
像
が

描
か
れ
、
龍
の
背
に
接
し
て
「
右
青
龍
」
の
文
字
が
み
え
る
。
四
壁
の
壁
面
は
、

北
壁
に
塵
尾
を
持
っ
て
椀
に
す
わ
っ
て
い
る
正
面
向
き
に
端
坐
す
る
墓
主
像
が

強
調
し
て
描
か
れ
、
ま
わ
り
に
旋
節
、
兵
欄
、
華
蓋
な
ど
の
儀
杖
が
あ
る
。
他

の
壁
面
に
は
　
「
夷
漢
部
曲
」
、
鎧
馬
、
家
丁
、
宅
邸
な
ど
の
図
像
が
描
か
れ
る

（
図
版
8
）
。
人
物
像
の
右
に
銘
文
が
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
雀
承
嗣
墓
の
奥
壁

に
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
、
し
か
も
東
晋
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
東
晋
時
代
の
他
地
域
と
比
べ
る
と
、
壁
画
の
構
図
、
配
置
及

び
人
物
の
形
象
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
異
民
族
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

ま
た
、
同
時
代
の
東
北
地
方
で
発
見
さ
れ
た
正
面
向
き
墓
主
像
の
あ
る
鮮
卑
族

系
壁
画
墓
と
は
や
は
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
現
在
の
段
階
で
ま
だ
一
例
で
あ

る
の
で
、
こ
の
南
方
地
域
し
か
も
西
南
辺
郡
に
あ
る
こ
の
雀
承
嗣
墓
に
つ
い
て

一
層
深
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

一
方
、
正
面
向
き
墓
主
像
は
凹
世
紀
前
半
の
鮮
卑
族
壁
画
墓
に
登
場
し
た
が
、

東
魂
北
斉
時
代
の
終
焉
と
共
に
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
現
在

ま
で
発
見
さ
れ
た
約
八
〇
基
の
隋
唐
時
代
の
壁
画
墓
に
は
、
正
面
向
き
墓
主
像

、
【
日

が
▲
■
切
な
い
。
つ
ま
り
、
正
面
向
き
墓
主
像
の
存
在
年
代
は
、
ま
さ
に
四
世
紀

前
半
か
ら
六
世
紀
後
半
ま
で
の
南
北
の
分
裂
時
代
に
当
た
る
。
隋
唐
の
統
一
に

と
も
な
い
、
文
化
に
対
す
る
解
釈
も
統
一
さ
れ
、
正
面
向
き
墓
主
像
の
よ
う
な

民
族
的
色
彩
の
濃
い
文
化
現
象
は
完
全
に
隋
唐
文
化
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
中
国
文
化
は
数
百
年
の
歴
史
を
経
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
と
文
化

を
融
合
し
、
つ
い
に
盛
唐
の
華
や
か
な
文
化
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

結
　
語

来
観
北
斉
な
い
し
北
朝
時
代
に
お
け
る
正
面
向
き
墓
主
像
の
民
族
性
、
地
域

性
、
ま
た
時
代
性
の
総
合
的
な
分
析
を
通
じ
て
、
東
魂
北
斉
墓
葬
壁
画
の
芸
術

的
の
特
徴
と
思
想
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

墓
主
像
は
中
国
古
代
墓
葬
壁
画
に
お
け
る
非
常
に
重
要
な
画
題
で
あ
る
。
前

述
し
た
通
り
、
漢
民
族
の
伝
統
的
な
墓
主
像
は
側
面
的
で
動
態
的
な
形
で
、
通

常
墓
主
の
昇
仙
、
或
は
昇
仙
後
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
漢
民
族
の
墓

葬
壁
画
に
お
い
て
、
正
面
向
き
で
表
現
さ
れ
る
の
は
す
べ
て
神
仙
世
界
、
ま
た

は
天
国
に
あ
る
神
瑞
で
あ
る
。

正
面
向
き
墓
主
像
は
周
辺
、
特
に
北
方
系
民
族
が
漢
民
族
の
伝
統
に
対
し
て

新
し
く
解
釈
し
た
結
果
で
あ
り
、
文
化
交
流
に
お
け
る
変
異
現
象
で
あ
る
。
神

様
の
正
面
向
き
姿
を
も
っ
て
墓
主
を
表
現
す
る
の
は
、
単
な
る
表
現
形
式
上
の

変
化
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
墓
主
像
を
神
格
化
す
る
行
為
で
、
墓
主
が
神
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
漢
民
族
の
神
仙
思
想
の
影

響
以
上
に
、
仏
教
、
特
に
仏
教
図
像
の
中
国
へ
の
伝
来
と
直
接
的
な
関
係
が
あ

る
で
は
な
い
か
。
文
化
的
拘
り
が
な
く
、
し
か
も
実
効
を
重
視
す
る
北
方
系
民

族
に
と
っ
て
、
漢
文
化
と
仏
教
文
化
は
同
じ
で
あ
る
。
大
量
の
正
面
向
き
姿
を

も
っ
て
表
現
さ
れ
た
仏
、
ま
た
菩
薩
が
彼
ら
の
日
常
生
活
に
登
場
し
た
時
、
仏
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国
に
昇
り
仏
に
な
る
仏
教
思
想
が
彼
ら
に
強
い
影
響
を
与
え
た
に
間
違
い
な

い
。
従
っ
て
、
仏
や
菩
薩
が
表
現
さ
れ
る
正
面
向
き
の
形
象
は
、
彼
ら
の
死
後

世
界
の
姿
、
す
な
わ
ち
正
面
向
き
墓
主
像
と
な
っ
た
の
で
あ
常
正
面
向
き
墓

主
像
は
漢
民
族
の
神
仙
思
想
と
仏
教
の
大
国
思
想
の
、
北
方
系
民
族
、
特
に
鮮

卑
族
の
死
生
観
へ
の
反
映
で
あ
る
と
言
え
る
。

註（
1
）
　
『
中
国
美
術
全
集
』
　
絵
画
福
一
∴
、
墓
室
壁
画
、
文
物
出
版
社
　
▲
九
八
九
年
‥
蘇
哲

「
東
魂
北
斉
壁
画
墓
の
等
級
差
別
と
地
域
性
」
　
『
博
吉
研
究
』
　
第
四
号
、
博
占
研
究
会

九
九
▲
一
年
‥
蘇
哲
　
「
北
朗
壁
画
墓
研
究
」
　
『
季
刊
考
古
学
』
　
第
五
円
期
、
雄
山
閣
出
版

▲
九
九
五
年
‖
楊
砿
　
『
美
術
考
古
半
世
紀
－
中
国
美
術
考
古
発
見
史
』
　
文
物
出
版
社

九
九
七
年
。

（
2
）
　
墓
道
壁
画
の
あ
る
四
基
の
壁
画
墓
中
、
正
面
向
き
去
主
像
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

の
は
二
一
基
あ
り
、
残
り
の
一
基
は
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
非
常

に
高
い
。

（
3
）
　
磁
県
文
化
館
「
河
北
磁
県
東
親
茄
茹
公
主
墓
発
掘
簡
報
」
　
∵
湯
　
池
「
東
魂
茄
茹
公
主
墓

壁
画
試
探
」
　
『
文
物
』
一
九
八
四
1
囚

（
4
）
　
磁
県
文
化
館
　
「
河
北
磁
県
北
斉
高
潤
墓
」
‥
湯
　
池
「
北
斉
高
澗
墓
壁
画
簡
介
」
　
『
考

古
』
　
▲
九
七
九
卜
一

（
5
）
　
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会
　
「
太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
．
九
八
三
－
一
〇

（
6
）
　
山
西
省
考
古
研
究
所
等
「
大
原
南
郊
北
斉
壁
画
墓
」
　
『
文
物
』
一
九
九
〇
－
二
一

（
7
）
　
済
南
市
博
物
館
「
済
南
市
馬
家
庄
北
斉
慕
」
　
『
文
物
』
一
九
八
五
－
一
〇

（
8
）
　
李
股
日
日
「
韓
国
古
代
壁
画
の
思
想
的
研
究
－
二
▲
国
時
代
古
墳
壁
画
の
思
想
的
考
察
を
中
心

す
る
」
　
『
省
谷
論
叢
』
一
六
、
ソ
ウ
ル
　
▲
九
八
五

（
9
）
正
一
品
官
僚
で
あ
る
順
陽
都
王
の
庫
秋
廻
洛
墓
（
山
西
寿
陽
）
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
壁
画

は
羨
道
に
侍
従
、
伎
楽
を
、
石
門
に
朱
雀
雲
彩
と
斉
龍
白
虎
、
忍
冬
を
し
か
描
か
れ
な
か

っ
た
。
墓
室
の
壁
面
は
赤
く
塗
り
、
西
壁
に
白
い
「
十
」
字
形
を
口
下
す
図
案
だ
け
あ
る
。

（
上
克
林
「
北
斉
庫
秋
過
洛
墓
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
九
－
三
）
文
を
参
照
）

（
1
0
）
従
▲
品
官
僚
で
あ
る
「
開
府
儀
同
▲
二
司
牒
騎
大
将
軍
」
の
尭
峻
墓
（
河
北
磁
県
）
に
は
、

羨
道
門
壁
に
朱
雀
羽
入
国
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
墓
室
に
は
壁
画
が
な
い
。
（
磁
県
文
化

館
「
河
北
磁
県
東
陳
村
北
斉
尭
峻
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
八
九
1
四
）
文
を
参
照
）

（
‖
）
北
斉
廃
帝
高
段
妃
ま
た
入
妙
寺
尼
で
あ
る
李
勝
難
墓
（
河
北
磁
県
）
は
尭
峻
墓
と
同
じ
く

羨
道
門
壁
に
朱
雀
羽
人
図
が
あ
る
が
、
墓
室
に
は
壁
画
が
な
い
。
（
前
述
の
蘇
哲

「
来
観
北
斉
壁
画
墓
の
等
級
差
別
と
地
域
性
」
『
博
吉
研
究
』
博
吉
研
究
会
一
九
九
二
年

一
〇
月
、
馬
理
忠
「
磁
県
北
朝
墓
群
－
乗
魂
北
斉
陵
墓
兆
域
考
」
第
二
届
北
朝
史
学

術
討
論
会
、
」
九
八
八
年
）

（
1
2
）
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
を
参
照
。

（
13）
湯
池
「
魂
晋
南
北
朝
墓
室
壁
画
」
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
二
墓
室
壁
画

（
1
4
）
河
北
省
博
物
館
、
文
物
管
理
処
『
河
北
平
山
北
斉
荏
昂
墓
調
査
報
告
』
『
文
物
』
一
九
七

二
－
一
一

（
1
5
）
前
掲
注
（
1
0
）

（
1
6
）
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
「
済
南
車
乗
八
里
窪
北
朝
壁
画
墓
」
『
文
物
』
一
八
九
八
－
E

（
1
7
）
乗
魂
北
斉
と
茹
茹
（
柔
然
）
と
の
間
の
政
略
婚
姻
は
、
束
魂
孝
静
帝
興
和
．
．
年
（
五
円
．
）

よ
り
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
、
高
歓
は
常
山
上
（
指
紋
篤
）
の
妹
の
蘭
陵
公
主

を
茹
茹
主
阿
那
壕
の
息
√
に
許
婚
し
、
ま
た
、
翌
年
（
五
四
▲
▲
）
、
茄
茄
主
阿
那
壕
は
自

分
の
孫
の
隣
和
公
主
（
茹
茹
公
主
墓
の
被
葬
者
）
を
高
歓
の
九
番
目
の
息
子
に
嫁
が
せ
た
。

さ
ら
に
、
茹
茹
主
の
要
請
で
、
高
歓
は
五
十
歳
の
高
齢
で
阿
那
壕
の
娘
を
自
ら
要
っ
た
。

（
18）
『
周
吾
』
、
『
隋
書
』

（
19）
『
親
書
・
蟻
蟻
伝
』
、
『
南
史
・
嬬
揺
伝
』
、
『
北
史
・
嬬
嬬
伝
』
、
『
通
典
』

（
墾
『
宋
書
』
、
『
南
斉
書
・
丙
丙
虜
伝
』
、
『
梁
書
・
丙
丙
虜
伝
』

（
2
1
）
『
晋
吾
』

（
2
2
）
柔
然
の
名
は
草
庵
会
が
自
称
し
た
部
族
名
。
「
礼
儀
」
、
「
賢
明
」
の
音
訳
と
い
わ
れ
、
ア
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ヴ
ア
ー
ル
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。

（
2
3
）
　
『
親
書
・
高
潮
伝
』
　
に
は
、
「
高
潮
、
字
大
淵
、
勃
海
篠
人
也
。
漠
太
博
夏
之
後
。
…
…

斉
献
武
壬
　
（
高
歓
）
　
也
」
　
と
あ
る
。

（
2
4
）
　
『
北
史
・
斉
神
武
帝
紀
』
　
に
は
、
「
斉
高
祖
神
武
皇
帝
姓
高
氏
、
諒
歓
、
字
賀
六
揮
、
勃
海

篠
人
也
。
六
世
祖
隠
、
晋
玄
菟
太
守
。
隠
生
慶
、
慶
生
泰
、
泰
生
湖
、
三
世
仕
慕
容
氏
。

及
暮
春
零
敗
、
回
乱
、
湖
率
衆
帰
魂
、
為
右
将
軍
。
湖
生
四
子
。
第
三
子
諾
、
仕
魂
、
位

至
侍
御
史
、
坐
法
従
属
懐
朔
鋲
。
認
生
皇
考
樹
生
…
…
及
神
武
生
而
皇
批
韓
氏
粗
、
養

於
同
産
姉
婿
鋲
領
獄
隊
尉
民
家
。
神
武
既
累
世
北
過
、
故
習
其
俗
、
逐
同
鮮
卑
」
と
あ
る
。

（
2
5
）
　
注
　
（
2
4
）
　
参
照
。

（
2
6
）
　
銭
穆
　
『
国
史
大
綱
』
　
上
冊
、
▲
二
五
頁
　
（
台
北
、
商
務
、
一
九
七
八
年
修
訂
瓦
版
）
、
呂

思
勉
　
『
両
晋
南
北
朝
史
』
　
六
〇
四
貢
　
（
台
北
、
開
明
書
店
、
一
九
七
七
年
台
五
版
）
、
ま

た
、
王
曾
才
　
「
北
魂
時
期
的
胡
漢
問
題
」
　
卜
一
∴
頁
　
（
『
幼
獅
学
報
』
　
三
巻
二
期
、
一
九
六

一
）
　
な
ど
、
す
べ
て
は
正
史
の
記
載
を
従
っ
て
い
た
。

（
2
7
）
演
じ
垂
国
「
高
斉
出
身
者
－
高
歓
の
制
覇
と
河
北
の
豪
族
高
乾
兄
弟
の
活
躍
」
『
史
学
雑
誌
』

四
九
編
七
、
八
号
　
J
九
三
八
、
後
、
氏
著
　
『
秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
　
下
巻
所
収
、
東
京

大
学
出
版
会
　
一
九
六
五
…
眺
薇
元
　
『
北
朝
胡
姓
考
』
　
北
京
、
科
学
出
版
社
　
▲
九
五

八
‥
周
一
良
「
領
民
酋
長
輿
六
川
都
督
」
、
氏
著
　
『
貌
晋
南
北
朝
史
論
集
』
　
所
収
、
膠
鍼

「
東
魂
北
斉
政
治
上
漢
人
輿
鮮
卑
之
衝
突
」
氏
著
『
讃
史
存
稿
』
所
収
、
香
港
、
三
聯
書
店
、

一
九
七
八
二
将
其
騒
氏
は
繹
氏
の
前
掲
文
を
読
ん
で
か
ら
、
書
信
の
形
で
膠
と
討
論
し
て
、

氏
は
北
斉
高
氏
の
出
身
を
高
麗
高
氏
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
膠
氏
の
前
掲
文
の
後

ろ
に
附
し
て
い
る
∵
H
泰
盛
　
「
北
斉
政
治
史
研
究
－
北
斉
衰
亡
原
因
之
考
察
」
　
『
国
立
台
湾

大
学
文
史
叢
川
』
　
之
七
十
五
　
国
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会
一
九
八
七
。

（
2
8
）
　
眺
薇
元
　
『
北
朝
胡
姓
考
』
　
北
京
、
科
学
出
版
社
一
九
五
八
。

（
2
9
）
　
『
晋
書
・
四
夷
列
伝
・
西
戎
・
吐
谷
渾
』
、
『
末
書
・
鮮
卑
吐
谷
渾
列
伝
』
、
『
南
斉
書
・
河

南
吐
谷
渾
氏
列
伝
』
、
『
梁
書
・
諸
夷
列
伝
・
西
北
諸
戎
・
河
南
王
国
』
、
『
親
書
・
吐
谷
渾

列
伝
』
、
『
同
書
・
異
域
列
伝
卜
・
吐
谷
渾
』
、
『
南
史
・
夷
縞
列
伝
下
・
西
戎
・
河
南
王
』
、

『
北
史
・
吐
谷
渾
列
伝
』
　
な
ど
に
よ
る
。

（
3
0
）
　
前
掲
注
　
（
7
）
　
参
照
。

（
3
1
）
前
掲
挑
薇
▲
冗
氏
の
『
北
朝
胡
姓
考
』
。

（
3
2
）
『
北
斉
書
』
・
『
周
吾
』
の
庫
秋
氏
諸
伝
を
参
考
。

（
3
3
）
寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
等
「
寧
夏
固
原
北
周
李
賢
夫
婦
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九

八
五
－
一
一

（
3
4
）
陳
寅
惰
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
諭
稿
』
北
京
中
華
書
局
一
九
七
二
年
第
▲
一
次
印
刷
。

（
3
5
）
『
史
記
・
李
陵
列
伝
』
、
認
撰
書
・
李
陵
伝
』
。

（
3
6
）
前
掲
桃
薇
元
氏
の
『
北
朝
胡
姓
考
』
。

（
3
7
）
洛
陽
博
物
館
「
河
南
洛
陽
北
親
元
又
墓
調
査
」
『
文
物
』
一
九
七
四
1
二
一

（
3
8
）
洛
陽
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
孟
津
北
陳
村
北
魂
壁
画
某
」
『
文
物
』
一
九
九
五
－
八

（
3
9
）
『
親
書
∴
几
又
伝
』
。

（
4
0
）
前
掲
「
洛
陽
孟
津
北
陸
村
北
貌
壁
画
墓
」
『
文
物
』
▲
九
九
五
1
八

（
4
1
）
山
西
省
考
古
研
究
所
・
大
同
市
考
古
研
究
所
「
大
同
市
北
貌
宋
紹
祖
墓
発
掘
簡
報
」
『
文

物
』
二
〇
〇
一
－
七

（
4
2
）
王
根
田
・
劉
俊
吉
「
大
同
智
家
墜
北
魂
石
梓
墓
壁
画
」
『
文
物
』
二
〇
〇
一
－
七

（
43）
固
原
博
物
館
「
寧
夏
固
原
北
貌
墓
活
理
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
八
四
∵
二
四
∴
王
瀧
「
因
原

北
魂
漆
棺
彩
画
」
『
美
術
研
究
』
一
九
八
四
二
二
寧
夏
固
原
博
物
館
『
固
原
北
魂
墓
漆

棺
画
』
寧
夏
人
民
出
版
社
▲
九
八
八
年
。

（
4
4
）
復
原
の
問
題
で
、
画
面
が
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
全
体
的
に
は
正
面
向
き
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

（
4
5
）
鎮
江
博
物
館
「
鎮
江
東
晋
画
像
樽
墓
」
『
文
物
』
一
九
七
三
－
四

（
空
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄭
県
彩
色
画
像
樽
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
五
八
年
。

（
4
7
）
南
京
博
物
館
等
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
樽
刻
壁
画
」
『
文
物
』
一
九
六
〇
ト
八
、
九

（
4
8
）
羅
宗
真
「
南
京
西
善
橋
抽
坊
村
南
朝
大
墓
的
発
掘
」
『
考
古
』
一
九
六
三
－
六

（
4
9
）
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
胡
橋
南
朝
大
墓
及
時
刻
壁
画
」
『
文
物
』
一
九
七
四
二
一

（
50）
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
、
建
山
南
座
南
朝
墓
葬
」
『
文
物
』
一
九
八
〇
－
二

一21－

（
52
）
湖
南
省
博
物
館
「
新
発
現
的
長
沙
戟
国
楚
墓
南
画
」
『
文
物
』
J
九
七
三
1
七
…
湖
南
省

博
物
館
「
長
沙
子
弾
庫
戦
国
木
惇
墓
」
『
文
物
』
一
九
七
凹
－
二
…
『
長
沙
楚
墓
岳
画
』



北
京
文
物
出
版
社
一
九
七
一
二
年
。

（
53）
曾
布
川
寛
「
昆
嶺
山
と
昇
仙
図
」
『
東
方
学
報
』
京
都
五
一
冊
一
九
七
九
年
〔
〉

（
5
4
）
郭
沫
若
「
関
於
晩
周
南
画
的
考
察
」
『
文
史
論
集
』
北
京
一
九
六
一
年
。

（
5
5
）
湖
南
省
博
物
館
（
そ
の
他
）
『
艮
沙
馬
王
堆
二
号
漠
慕
発
掘
簡
報
』
北
京
一
九
ヒ
二

年
‥
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
良
沙
馬
王
堆
二
号
漢
墓
』
北
京
一

九
七
三
年
。

（
56）
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
「
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
号
漠
墓
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
一
九
七
四
－
ヒ
‥
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
湖
南
省
博
物
館
写
作
小
組
「
馬

主
堆
二
、
三
号
漠
墓
発
掘
的
主
要
収
穫
」
『
考
古
』
一
九
七
五
－
一

（
5
7
）
臨
折
金
雀
山
漠
墓
発
掘
組
「
山
東
臨
折
金
雀
山
九
号
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
七
七

（
58）
甘
粛
省
博
物
館
「
酒
泉
、
嘉
幡
開
音
墓
的
発
掘
」
『
文
物
』
一
九
七
九
－
六
∵
甘
粛
省
文

物
考
古
研
究
所
編
『
酒
泉
十
六
国
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
一
九
八
九
年
。

（
59）
遼
寧
省
博
物
館
文
物
隊
、
朝
陽
地
区
博
物
館
文
物
隊
、
朝
陽
県
文
化
館
「
朝
陽
炊
台
子

東
晋
壁
画
墓
」
『
文
物
』
▲
九
八
四
－
六

（
6
0
）
李
慶
発
「
遼
陽
上
上
家
相
晋
代
壁
画
墓
活
理
簡
報
」
『
文
物
』
．
九
五
九
！
－
L
L

（
6
1
）
洪
晴
▲
上
「
関
丁
冬
寿
墓
的
発
現
和
研
究
」
『
考
古
』
▲
九
五
九
－
一

（
6
2
）
東
潮
「
遼
東
と
高
句
麗
壁
画
－
墓
主
図
像
の
系
譜
1
・
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
百
四
十
九
韓
、

朝
鮮
学
会
一
九
九
州

（
6
3
）
東
潮
「
朝
鮮
一
▲
▲
同
時
代
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
境
の
出
現
と
展
開
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
四
七
▲
九
九
三
年
。

（
6
4
）
雲
南
省
文
物
工
作
隊
「
雲
南
昭
通
後
海
千
乗
晋
壁
画
墓
活
理
簡
報
」
『
文
物
』
▲
九
六
三

1
■
二

（
6
5
）
〃
橋
明
穂
・
中
野
徹
上
編
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
h
T
隋
唐
小
学
館
一
九
九

L
年
（
6
6
）
劉
中
澄
氏
は
「
単
独
正
面
端
坐
」
の
墓
主
像
が
仏
教
影
響
を
う
け
て
い
る
と
、
す
で
に
一

九
八
ヒ
年
に
指
摘
さ
れ
た
（
「
関
手
酌
陽
哀
台
子
音
墓
壁
画
的
初
歩
研
究
」
『
遼
海
文
物
学

刊
』
三
参
照
）
。

柴
生
芳
　
（
さ
い
・
せ
い
ほ
う
）

一
九
六
九
年
七
月
　
甘
粛
省
寧
螺
生
れ
、

一
九
九
〇
年
　
北
京
大
学
考
古
系
卒
業

甘
粛
省
考
古
研
究
所
助
理
研
究
員

（
専
門
）
　
魂
晋
南
北
朝
時
代
考
古
美
術
史
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図版1正面向き墓主立像　茄茹公主墓奥壁　東親（550年）河北省磁県
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図版2　正面向き墓主坐像　道責墓奥壁　北斉（571年）山東省済南
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図版3　墓主燕楽図　丁家間5号墓前室奥壁　十六国時代　甘粛省酒泉
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図版5　東王父図　丁家間5号墓前室東壁

十六国時代　甘粛省酒泉号

図版4　墓主図（燕楽図の部分）丁家間5

墓前室奥壁　十六国時代　甘粛省酒泉



図版6　正面向き墓主坐像

衰台子壁画墓西轟室奥壁

十六国時代　遼寧省朝陽

図版7　正面向き墓主坐像　冬寿暮（安岳3号暮）西耳室奥壁　高句麗（357年）朝鮮

図版8　正面向き墓主坐像　零承嗣墓奥壁　東晋（386～396）雲南省昭通
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